
舎は大幅な２度の増築と改築 （外壁等の改修を含める

と４回） によるもので、最初に建築されたのは明治24

年２月28 日 （1891） に筑豊興業鉄道の折尾駅が開業

した時で、 この駅舎を基に明治 28 年 （1895） に２社

合同の駅舎として増築され、その後、大正５年 11月５

日 （1916） に改築されたと考えられる。 大正 ５ 年 11

月 ５日 （1916） の改築はハーフティ ンバーのデザイン

で改築された。 大正時代の建築遺構でハーフティ ンバ

ーのデザイン遺構は少なく極めて貴重な建築遺産と言

える。 また、現在の駅舎は明治時代と大Ｅ時代の駅舎

遺構を有し、 明治時代と大正時代の建築遺構を合わせ

持つ折尾駅舎は貴重な建築遺産でもある。 ―方、大正

５年 11月 ５日 （1916） に改築された折尾駅舎の２階は

メインス ト リー トからの軸線と視線を考慮して設計さ

れ、駅舎のシンボ リズムと視線を考慮した設計が行わ
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れたと考えられる。

【注】

( １) 『九州鉄道 100 年記念誌』 九州旅客鉄道株式会社 (平成

元年) などに記されている。

( ２) 大正３年 (1914) 建築の京都駅待合室にも同じような円

形椅子と柱があり、大正時代の駅舎の待合室等に設えら

れていたと考えられる。

(３) 『国鉄建築のあゆみ1町o－1970』鉄道建築協会 1970. 5. 15

(４) 大正５年 11月７日 (1916) に福岡日日新聞に掲載され

た ｢新築折尾停車場｣ の写真記事は写真だけで、説明の

几記事はな1/t

( 5 ) 昭和９年撮影の写真の原板は所在不明である。

(６) 写真－６は国土地腰完の昭和４ ９年撮影写真を用いた

※ 謝辞 ：この研究報告は本学４年生の三浦文義君の協力を得

て作成されたものである。 記してお礼を申し上げます。

図 一１　 大正５年の折尾駅舎復原図
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図一２　 昭和 ５ ８年の折尾駅舎平面図 （折尾駅所蔵）
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